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FX PLUS（店頭外国為替証拠金取引）に関する重要事項
＜リスク＞
FX PLUSでは、取引対象である通貨の価格の変動により元本損失が生じることがあります。また、取引金
額が預託すべき証拠金の額に比して大きいため（具体的な倍率は当社ウェブサイトをよくご確認くださ
い）、取引対象である通貨の価格の変動により、その損失の額が証拠金の額を上回る（元本超過損）こと
があります。 さらに、取引対象である通貨の金利の変動により、スワップポイントが受取りから支払いに
転じることがあります。FX PLUSは、店頭取引であるため、当社・カバー先の信用状況の悪化等により元
本損失が生じることがあります。FX PLUSでは、損失が一定比率以上になった場合に自動的に反対売買に
より決済されるロスカットルールが設けられていますが、相場の急激な変動により、元本超過損が生じる
ことがあります。加えて、相場の急激な変動により、意図した取引ができない可能性があります。
＜手数料等＞
FX PLUSでは、取引手数料はかかりません。当社は、通貨ペアごとにオファー価格（ASK）とビッド価格
（BID）を同時に提示します。オファー価格とビッド価格には差額（スプレッド）があり、オファー価格は
ビッド価格よりも高くなっています。流動性の低下、相場の急激な変動により、スプレッドの幅は拡大す
ることがあります。
＜証拠金＞
FX PLUSでは、取引通貨の為替レートに応じた取引額に対して一定の証拠金率以上で当社が定める金額の
証拠金（必要証拠金）が必要となります。一定の証拠金率とは以下のとおりです。ただし、相場の急激な
変動等の事由が発生した場合には当社判断により変更することがあります。
（個人口座）
原則4％（一部の通貨ペアでは8％、詳細は当社ウェブサイトをご確認ください）
（法人口座）
金融商品取引業等に関する内閣府令第117条第31項第1号の定める定量的計算モデルにより金融先物取引業
協会が算出した通貨ペアごとの為替リスク想定比率です。ただし、金融先物取引業協会の算出した為替リ
スク想定比率が、当社が通貨ペアごとに定める最低証拠金率（原則1%、一部の通貨ペアでは8%、詳細は
当社ウェブサイトをご確認ください）を下回る場合には、当社が通貨ペアごとに定める最低証拠金率を優
先させることとします。
＜その他＞
お取引の際は、当社ウェブサイトに掲載の「契約締結前交付書面」「リスク・手数料などの重要事項に関
する説明」を必ずお読みください。



本セミナーでは、セミナーでご紹介する商品等の勧誘を行うことがあります。
マネックス証券株式会社および説明者は、セミナーおよび関連資料等の内容につき、その正確性や完全性について意見を表
明し、保証するものではございません。情報、予想および判断は有価証券の購入、売却、デリバティブ取引、その他の取引
を推奨し、勧誘するものではございません。過去の実績や予想・意見は、将来の結果を保証するものではございません。
提供する情報等は作成時または提供時現在のものであり、今後予告なしに変更・削除されることがございます。当社および
説明者はセミナーおよび関連資料等の内容に依拠してお客様が取った行動の結果に対し責任を負うものではございません。
銘柄の選択、売買価格などの投資にかかる最終決定は、お客様ご自身の判断と責任でなさるようにお願いいたします。なお、
セミナーおよび関連資料等は当社および情報提供元の事前の書面による了解なしに複製・配布することはできません。記載
内容に関するご質問・ご照会等にはお応え致しかねますので、あらかじめご容赦ください。

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号
加入協会：日本証券業協会、一般社団法人 第二種金融商品取引業協会、一般社団法人 金融先物取引業協会、一般社団
法人 日本暗号資産取引業協会、一般社団法人 日本投資顧問業協会

セミナーに関するご留意事項
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【米ドル／円と米2年債利回り (2021年1月～)】
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米ドル安/
円高

米ドル高/
円安

(出所:リフィニティブ社データよりマネックス証券が作成)

金利低下

金利上昇

米金利上昇に連動

24年ぶりの
米ドル高・円安

米ドル/円の行方は
インフレ対策の米利上げ次第



【過去10年の米CPI前年比上昇率の推移 (2012年8月～)】
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物価下落

物価上昇

(出所:マネックス証券「経済指標カレンダー」)
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約40年ぶりのインフレ

ピークアウト!?
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【WTIの推移 (2021年1月～)】
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原油安

原油高

(出所:リフィニティブ社データよりマネックス証券が作成)

インフレ鈍化の主役とは？

ウクライナ侵攻

ウクライナ戦争続く中
なぜ原油急落なのか!?

約3割の急落
エネルギー高騰で

インフレ加速
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【WTIと米鉱工業生産指数 (2015年～)】
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原油安

原油高

(出所:リフィニティブ社データよりマネックス証券が作成)

下落

上昇

原油価格は
景気(需要)の関数

景気から
かい離した原油高
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【WTIと米鉱工業生産指数 (2000～2009年)】
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原油安

原油高

(出所:リフィニティブ社データよりマネックス証券が作成)

新興国台頭の
デカップリング論

下落

上昇

リーマンショック前
にも類似現象

上がり過ぎ是正で
原油大暴落!!

150米ドル近くに暴騰!!
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【WTIと米鉱工業生産指数 (2015年～)】
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原油安

原油高

(出所:リフィニティブ社データよりマネックス証券が作成)

米景気から
かい離した原油高

下落

上昇

?

原油に続落リスクも!?



・原油等急落で「コスト・プッシュ・イ
ンフレ」は一段落

→原油急落に伴うガソリン価格下落、イ
ンフレ懸念後退好感の株高は消費者心理
改善を通じ需要刺激の可能性

・需要増に伴うインフレ「デマンド・プ
ル・インフレ」対策で金融引き締め不変

インフレ対策の米利上げも軟化？
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ＦＦレート

金利低下

金利上昇

(出所:リフィニティブ社データよりマネックス証券が作成)

11

【米2年債利回りとFFレート上限 (2000年～)】

米ドル/円は米金利次第

米2年債利回りは
FFレート次第



・ミネアポリス連銀・カシュカリ総裁

・ハト派から転向、タカ派の筆頭格

・政策金利(FFレート誘導上限)見通し
2022年末3.9％、2023年末4.4％
(8月10日の講演)

→最強タカ派予想でも年末FFレート4%未満

FFレートはどこまで上がるのか？
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【米ドル／円と米2年債利回り (2022年3月～)】
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米ドル安/
円高

米ドル高/
円安

(出所:リフィニティブ社データよりマネックス証券が作成)

金利低下

金利上昇

米ドル高・円安は
145円に届かない!?

?145円
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【米ドル／円の5年MAかい離率(1980年～)】

下がり過ぎ

上がり過ぎ

(出所:リフィニティブ社データよりマネックス証券が作成)

そもそも記録的な
米ドル「上がり過ぎ」 2015年1998年

1982年

5年MA(111円)×1.3
=144円

かい離率3割超
2回だけ
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【米ドル／円の5年MAかい離率(1980年～)】

米ドル割安

米ドル割高

(出所:リフィニティブ社データよりマネックス証券が作成)

下落リスクは限定的

潜在的下落リスク大
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【米ドル／円の推移 (1998年)】
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米ドル安/
円高

米ドル高/
円安

(出所:リフィニティブ社データよりマネックス証券が作成)

行き過ぎた円安の
大反転、1998年

8月147円

3日で20円超の
大暴落!!

一因はHF等の
「逃げ遅れ」
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【CFTC統計の投機筋の円ポジション (2020年1月～)】

売り越し

買い越し

(出所:リフィニティブ社データよりマネックス証券が作成)
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円売り越し
急縮小

HF円売りに変化の兆し!?

1998年の悪夢
再現はない!?
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(出所:リフィニティブ社データをもとにマネックス証券が作成)

【米ドル／円と日米の購買力平価(PPP)(1973年～)】
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米ドル高/円安
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割高でも外貨投資の
必要性高まる!?

円高に「なりにくく」
円安に「なりやすい」!?

日米経済の構造変化で
米ドル/円の安定圏に変化も



・割安な通貨の下落は限定的、割高な通貨の
下落は「無限大」

→割高な通貨の買いは、損失限定化が不可欠

・損失限定化その1=投資額の抑制
・損失限定化その2=ストップロス
・損失限定化その3=小まめな利益確定

割高な米ドル買い戦略の3つの鍵
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